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産業開発青年隊同窓会の先輩、興徳寺住職の松永先輩が、会長を努める YUNO

どんぐりの会が柚野小学校と共催で四季彩の森植樹祭を１１月１７日に開催し

ました。 

今回で 10回目の開催となりました。そして今回始めて、参加をさせていた

だきました。 

山桜を植え５０年後の美しい桜咲く里山を、次の世代の地元の生徒たちとと

もに育んでいこうという壮大なロマンある活動です。 

郷土を愛する心を、桜の植樹を通じて養うこと。そして急勾配の山道を登

り、ヘトヘトになりながら頂上に着いたときの、富士山と駿河湾の絶景に感動

し、机上ではなく、野外で実践する道徳教育でした。 

私たちも青年隊で受けた教育は、災害復旧、派遣実践を通じて、地域住民と

感動を分かち合うというものであり、松永先輩は青年隊の教育を今も、地域の

方々とともに実践されています。 

ミスター青年隊ここにありです。 

人や、物、郷土や国家など何かを愛すること、それには、信念、真心、慈し

みの心、そして、忘己利他の精神が非常に大切なのではないでしょうか。 

報われないと嘆くよりも、報われなくとも、やりきったという悔いを残さぬ生

き方が、本当の優しさに繋がるのではないでしょうか。 

松永先輩、大切なことを知るきっかけをいただきありがとうございます。 

 
松永先輩の挨拶 



 
植樹会場より里山を望む 

 
遠くに臨む美しい富士山 
 
 
 
 
 
 
 
 



             
遠くに光る駿河湾が望めます。 

 
内容説明 
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